
 

令和６年度 群馬県立義肢製作所事業計画 

 

Ⅰ 基本方針 
身体に障害のある方の福祉の向上と地域社会における自立生活を支援するため、低額な料金で義肢装

具の製作、修理及び貸与を行い、もって在宅福祉サービスの充実を図り、併せてセーフティネット機能

の十全な発揮に努め、身体障害者福祉法に定められた補装具製作施設としての本来的な役割を担うこと

で、障害者福祉サービスの一層の増進に寄与する。そして、障害の有無にかかわらず、誰もが住みやす

い社会を目指し、実現のための努力を続けていく。 

 

Ⅱ 事業内容 
１ 補装具に関する事業 

（１）補装具に関する無料相談 

支給制度や技術的な事柄に関する相談に対し、公立の補装具製作施設として利用者及びご家族、

関係者の不安に寄り添い、来所や電話で経験豊富な職員が積極的に対応する。 

（２）出張相談による対応 

入居施設また利用されているデイサービスも含めた様々な施設、在宅を訪問し、補装具の相談・

指導や製作・修理などを実施する。 

（３）補装具の無料・低料金・貸与による対応 

利用者の増加とサービスの一層の向上を図り、無料・低料金・貸与による対応を積極的に行う。 

（４）座位保持装置に対する無料・低料金による対応 

主に進行性難病療養者への、座位保持装置などの貸与や相談など、民間業者では対応できない

きめ細かい支援を続ける。 

（５）障害者スポーツ大会への協力 

群馬県障害者スポーツ大会の救護員としての協力及び、障害者スポーツの発展や支援のため、

義肢装具だけでなく、車椅子等幅広い分野をカバーできる義肢製作所として協力していく。 

（６）県心身障害者福祉センターとの連携 

県心身障害者福祉センターが行う補装具判定に協力し、来所判定及び巡回相談や在宅訪問診査

に同行し、利用者に最適な補装具の提供を迅速に行う。 

 

２ 重度障害者用意思伝達装置に関する事業 

（１）無料相談・貸与による支援 

重度障害者に対して、重度障害者用意思伝達装置及び周辺機器の貸与を行うことにより、療養

生活を支援する。 

（２）多職種連携で支援 

県や市、関係する団体、企業等と密接な連絡体制を構築し、「オール群馬サポートチーム」を合

い言葉に、総合的な体制で支援する。 

（３）意思伝達装置や関連機器等の研修会 

市、県の各関係機関と協力し、保健師や看護師等を対象に、基礎知識の普及や適切な対応など

の研修会を行う。 

 

Ⅲ 本年度の重点的取組と数値目標 
１ 地域に密着したサービス 

２０２５年を目途に、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを、人生の最後まで続けることができる

よう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される、地域包括ケアシステムの構築が

進められている。県立義肢製作所では医療から在宅への補装具利用者の継続的フォローを行うことに

より、地域包括ケアシステムへ参画していく。 

また、介護支援専門員の理解を得て、訪問看護師、リハビリテーション従事者、介護員、保健師等

への補装具の研修を行うなど、補装具理解や一体的支援のために、多職種との連携を進めていく。障

害者だけでなく、高齢者、子供も含めた総合的な視点から、日常生活用具、福祉用具の紹介を通し、



 

県民の福祉向上を図る。 

 

２ 情報の発信 

ホームページやフェイスブックを活用し、県立義肢製作所の業務の紹介やイベントの情報を公開す

る。昨年一新したホームページにより、若年層からお年寄りまで幅広い世代への周知を図る。 

 

３ 研修会・イベントの企画及び開催 

公立の補装具製作施設として、利用者だけでなく、県内の民間義肢製作所及びリハビリテーション

従事者等に対する研修会・情報交換会を行い、技術、知識の向上を図る。 

また、他の団体が開催する研修会等に積極的に参加、協力する。 

 

４ 県立障害者リハビリテーションセンターとの連携 

県立障害者リハビリテーションセンターと連携し、利用されるＡＬＳ等難病患者に対するコミュニ

ケーション支援及び関係機関との協力体制の構築を行う。 

 

５ 法人中長期計画の推進 

法人中長期計画をひとりひとりの職員に理解・浸透させるため、周知を徹底するとともに、中長期

計画の各取組について積極的に推進する。 

 

 ６ 障害者 eスポーツへの協力 

  障害者の社会参加や自立の促進を図るとともに、障害者 eスポーツ競技大会の実現を目指して、各

種協力要請に対応する。 

 

７ 省エネの実施 

不要場所の照明消灯を行う。また、オーブン等の工作機械は効率よく使用し、節電に努める。 

 

８ リユースの実施 

不要となった補装具を使用可能な部品と廃棄部品に分別し、リペアすることで、修理や新調するま

での間代替使用ができるようにパーツの再利用を図る。また、不要となった車椅子の使用可能な部品

を集めて、再び車椅子として使用できるように修理し、障害者関連施設等に寄贈する。 

 

９ アフターサービスの充実 

補装具納品後や修理後の状態の確認や相談を受ける等のアフターフォローによって、顧客満足度を

向上させ、顧客の継続的利用に繋げる。また、アフターサービスによって担当者と利用者の信頼感が

高まり、顧客ロイヤリティが向上することにより、新規顧客の獲得に期待できる。 

 

１０ 年間目標 

（１）補装具製作・修理実施計画 

製作 修理 

２９１件 ２７１件 

 

（２）意思伝達装置等難病支援に関わる貸与・相談件数 

相談 貸与 

１８６件 １５２件 

 

（３）民間業者等への研修開催計画   年間２回以上 

 

 


